
側版接合は、300× 300～ 500× 500は 2箇所
側版接合は、600× 600～ 1000× 1000は4箇所

頂版接合部

側版接合部

標準構造図

基礎コンクリート又は敷板

基礎砕石

単位 mm

モルタル

シーラントテーフ
゜

(t)は敷板の厚み

llD 餞 餞 餞 LI L2

300 300 480 480 90 90 90 50 50 370 1260 698

60

500 500 720 720 110 110 110 70 70 370 1260 1340

420

700 700 940 940 120 120 ¬20 100 100 400 1200 2006

1000 可000 1300 1300 150 150 150 150 150 500 1000 3539
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は インサート

インサート

単位 mm

欄

580 100
2000 277

700 100
2000 335

820 100
2000 391

940 100
2000 449

鶉

1040 120
2000 596

1160 120
2000 663

I
1500 可20

2000 858
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標準構造図

単位 mm
‖

陶 罫

X2

300X300 299 290 260 471 408 470 235 235 609

400X400 399 390 350 570 499 570 285 285 767
※長尺U字溝K∪Rに対応しております。

敷きモル

基礎ブロック

〇・
単位 mm敷板

脚

鼎

Ⅲ

300用 560 440 100 110 274

400用 660 540 110 120 354



施工概要図例 (基本+歩車道境界ブロック)

①セミフラット

④暗 渠

②セミフラット乗り入れ
H=50

③セミフラット乗り入れ

H=20

※H=20を使用する場合は、側溝本体
の歩道側上部を10mm以上下げる。

⑥フラット乗り入れ⑤フラット

中央分離帯

中央分離帯



フラット兼用 )

暗 渠・敷 板

フラット 乗り入れ

e'    140    e'

回 画 画

蒻柵 Ⅷ 脚 d2 辮 脚

300X300
５０２

一
６０２

５４２

一
６０２

400X500

魃
400X800

敷 板

覇Wl 脚

998 145

棚 170

柵

dl d2 珊 棚



セミフラット 乗 り入れ一体

H=50

(車両乗 り入れ型 )

H=20

(歩道乗 り入れ型)
bl

H=0-20

(歩道乗 り入れ型)

柵 h2 躙

602 55 675

802 750 797

300X700

400X400 613 51

400X000 813 760 967

蒻 鶉 960 1098

柵 冊 脚 h2 bl 柵

602 540

300X000 802

613 550 812

| 75C

IO13 950 1075

hl 蠅 棚

leX4・00 602 脚

00X600 802 740

613 550 799

400X500

813 750

400X700

le13 950



セミフラットタイプA

A 基 本
参考重量 :175 kg

185  20

[獅 J

A斜左 H=50

(車両乗り入れ型 )
参考重量 :160 kg

185  20

r20

A斜左 H=20

(歩道乗り入れ型)

参考重量 :168 kg

A斜左 H=0-20
(歩道乗り入れ型)
参考重量 :158 kg

[獅 J

≦纂襲谷墓ョ

[獅 J

注 (1)A斜右 H=50は左と対称

:獅 J

注 (1)A斜右 H=50は左と対称

[獅 J

注 (1)A斜右 H=50は左と対称



セミフラットタイプB

B基 本
参考重量 :21l kg

B斜左 H=50
(車両乗り入れ型)
参考重量 :191 kg

B斜左 H=20

(歩道乗り入れ型)
参考重量 :200 kg

B斜左 H=0-20

(歩道乗 り入れ型)
参考重量 :188 kg

121_ 180   125

注 (1)B斜右 H=50は左と対称

[獅 J

[獅 J

[獅 ] [獅 J

注 (1)B斜右 H=20は左と対称

注 (1)B斜右 H=0-20は左と対称



セミフラット

H=50

参考重量 :42

フラットタイプ

基 本
参考重量 :103 kg

参考重量 :91

中央分離帯 C
参考重量 :259 kg

H=20

参考重量 :16

[獅 J

kg

l      l
[  剛  J

L 翻  J´ 躙 J´ 翻  J

[ 翻  J´ 躙 J´ 翻  J

凸
Ｔ[獅 J



セミフラットタイプ B

セミフラット 乗 り入れ (H=50,H=20)

剛   1喘 |

m肥瀞嘱 援遡遷引嗜製島秀中
の高さ以下であぶ

(注 )深型集水桝の高さhl～ h4については表中の高さ以下であれば
100mmピッチの寸法で、製造可能です。

雄椰
=レ
＼

世

|

|

●
ビ=」
Frr.rrJ_」

L==・-1し r」 +
+

讚
+
匡

冊 輻 bl 脚 躙 躙

172195

850 945

650 751

850 050

靱 l150

hl 躙 柵 鰈 柵 b2 脚 酬 dl

鸞

脚 1027

９５０酬躙７５０

鰈
X300
l X 400

鶉

型
脚 1000 983

蒻

椰
冊
柵
朧
鼎
憾
聯
騨
硼
柵
辮

躙
黎
300H700H

貪
蜆

財

鯰

愕

ド

ェ蠅９３５一Ｎ８８７

ド

藝

1045

980

列

輻



セミフラットタイプ A

中央分離帯C

水抜き部 1 ///

５４〇

一

―

ぶ
||

+ +
+
∃/

+
匝

躙 h3 b3 潮 dl 棚
300X300

爛

300× 500

351 945

300× 700

蠅

400× 500

950

400× 700

lS50 l150

脚 欄 鰈 棚 b3
300X300-‖ 1577

1050

300X500-H1577

850

300× 700-H1577

lU0

400× 500-H1583

850 1053

400× 700-H1583

榊

囲肥滓嘱 蜃を1曇遷1踏翡中
の高さ以下であ相ボ

脚 騨 b2 b3 脚 鼈
300X300

651

300X500

朧 945 535

300× 700

650 750

400X500

850 鶉
400X700

1050 l150

CD深型季沓り£層奪援趨蓬引壕異島秀
中の高さ以下であ相ボ



フラットタイプ

フラット 乗り入れ

1輌 | 1蘭

５９８
Ｔ
‐

下部桝 ノ

＼

¬

0¨ド
~~J ~~¬~勢 +

+●

閻

h2 h3 脚 Ⅷ

300X300

777

300× 500

977

300× 700

650 492

400× 500

988

400× 700

1050 ll

閻 hI h2 脚 脚 鞘 皿

椰

響

300X300-H1577

4050

300× 500-H1577

850

300× 700-H1577

400X500… H1583

850

400X700-H1583

帷)僑詰儒世躙 顎韮爵櫻行中
の高さ以下であれば

1堕 l tt l輌 J

h2 h8 鰈 柵 脚

300X300
650 777

300× 500

850 977

300× 700

650 783 376

400× 500

983

400× 700

1010 l183

鰤ht 躙

I

襦

型

300X300-H1577

4050

300X500-H1577

850

300× 700-H1577

1050 1003

400× 500… H1583

850

400X700-H1583

650

鮭)僑詰儒靱 嶺軍抵書換蔦与季中
の高さ以下であれば



水深 h=0.8日 H(m)

径深R=合・(m)

流速V=1口 |プ 2日 Rν3(m/Sec)

流量Q=A・ V(m/sec)

粗度係数n=o.o13



①ゴムパッキンの取り付け ②専用吊り金具のセット

④製品連結

1 0 rln当 り

①作業に使用する用具・治具について
◆力夕ログに記載されている製品の質量、形

状に適合した治具、ワイヤー等を使用して

ください。

◆施工治具は、すリヘリ、変形、亀裂等、異常

のないことを確認し、所定の位置に確実に

セットしてください。

②玉掛・クレーン作業について
◆吊り荷の重量やクレーンの最大吊り上げ

荷重等の安全を確認してください。

◆吊り荷の重量に十分耐えられるワイヤー

ロープを使用して下さい。

◆荷の重心の真下に吊リフックがくるよう

にして下さい。

◆製品の吊り作業中は、製品の落下範囲内に

は、絶対に入らないで下さい。

◆重心を移動させるために余分なものをぶら

下げたり、乗せないで下さい。

◆必要な合図を定め、周囲の安全を確認の

上、作業は1真重に行って下さい。

◆製品の吊り作業は静かに行い、製品に大き

な衝撃荷重をかけないで下さい。

◆架空電線に接近する場合、感電防止措置を

講じて下さい。

◆作業状況により、交通事故防止のため、カラー

コーン等を設置し、第 3者が危険区域 (作業

区域)等に接近しないようにして下さい。

③据付け・埋戻しについて
◆据付け時の微調整は、僅かにIBC排水側

溝を吊り上げた状態でバール等で行って

下さい。

◆埋戻 しは20～ 30cm程 度の層に分けて
順次、各層毎に十分締固めをして下さい。

◆埋戻しの土砂を重機で高い所から落とし

た り、押 しつけた りすることは、設計荷

重以上の大きな力がIBC排水側溝に加え

られることになり破損の原因になります。

このような施工方法は行わないようにお

願いいたします。

◆埋戻しにおけるランマー等による転圧は、

過大な衝撃を与えないよう十分注意して下

さい。特に路盤工転圧時においては、側面

上部に排水孔がある為『マカダムローラ』

等の重機が側溝に直接当りますと破損の原

因となりますので注意して施工して下さい。

10基 当 り

参考歩掛表

排水側溝

歩車道境界ブロック
集水桝

10m当 り

③製品吊り上げe布設

⑤歩車道境界設置部にモルタルを敷く ⑥歩車道境界ブロックをセット

⑦モルタル充填 ③施工完了

排 水 側 溝 L=2000 本 5.0

特 殊 作 業 曰貝 人 02

バックホウ運転費(クレーン機能付) h

諸 雑 費 % 130

鮒

歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク 本

ブ 口 ツ ク 工 人 0333 02

バックホウ運転費(クレーン機能付)

欄

歩 車 道 境 界 ブ ロ ッ ク 本

Ⅷ
特 殊 作 業 ］貝 人

バックホウ運転費(クレーン機能付) 26

榊
諸 雑 費 %



※ここでの①～⑥は、P16に示す製品タイプの番号で、どの様な箇所に使われるかを示した施工例です。



縦断用スタンダードタイプ

パッキン溝轟地

(片側のみ)

※排水性舗装用タイプもあります。

単位 mm

餞 蒻 餞 鼈 w2 蒻 靱 鼈 魃 tl 蒻 餞
魃
蝠

372 302
248
(243)

62

(67)
55 160 320

靱 珊 靱 蝠
55

4・

躙 420

488 426
303
(298)

117
(122)

290 260 520

593 284 295 595

693 330 665

鐵 鐵鰈 鐵 蒻蒻 蒻600

餞 670

666
428

(423)

242

(247)

245 580 1165

836 484 242 630 1270

936 239 680 1360

※北海道地区は、縁石ブロックの形状が異なるため (

※Dは公称寸法です。
)内の寸法になります。


